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② Ｂ区間（第２案 山側ルート）
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※避難連絡坑は、
300～400ｍに１か所設置

（２）５．ルート選定（２次選定）

「避難通路」とは、本線トンネルに平行して設置される通路で、火災等の緊急時に
トンネル内の利用者をトンネル外へ避難させるための設備である

○避難通路の設置が必要となる条件
・計画交通量から必要なトンネル延長（ 小値）が算出される

→計画交通量：15,400台、トンネル延長：約3,700ｍ
・避難通路が必要となるトンネル延長（設置基準）

→2597m（4×10⁷÷15400）以上は設置が必要
・第２案トンネル延長：約3,700ｍ ＞ 避難通路が必要な延長：2,597ｍ

⇒避難通路（3,700ｍ）と避難連絡坑が約10箇所が必要で、
その分の工事費が増加
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○第２案のトンネル延長を分割する（延長を短くする）検討

避難通路の設置により工事費が増大することから、中間に一般部（明かり部）を設ける
ことを検討する。

市街地にあまり影響を及ぼさずに、開口部を設けることができる谷部は２か所あるが、
谷部②は砂防指定地（砂防ダムより上流側）で、トンネル坑口の位置としては適さない。

⇒ 谷部①に開口部を設け、トンネルを２分割する ⇒第３案へ

② B区間（第３案 中間ルート）

47

第２案

（２）５．ルート選定（２次選定）
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道の尾

岩屋山

横道

大橋

② B区間（第３案 中間ルート）

調整区域
（山地）

住宅地
（丘陵地）

住宅地
（斜面地）

住宅地
（斜面地）

調整区域
（山地）

住宅地
（丘陵地）

住宅地
（斜面地）

住宅地
（斜面地）

商業地
住宅地

（平地）

社会福祉施設

虹ヶ丘小
滑石中

墓地

墓地

緑ヶ丘中

【ルート概要】
・トンネルを２分割することで、避難通路が不要となる
・学校や墓地、社会福祉施設等は、トンネルで地下を通過

するため回避できる

道の尾

着色部
トンネル区間

縦断図概略イメージ図

緑ヶ丘中

墓地
墓地

社会福祉施設

住宅地（丘陵地）

高低差が大きい斜面

市街化調整区域（山地）
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約2200m

※避難通路が必要な延長：2,597ｍ

約1300m

開口部

（２）５．ルート選定（２次選定）
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（評価）○：優れる、△：やや劣る、×：劣る

第１案　市街地側ルート 第２案　山側ルート 第３案　中間ルート

概
要

ルートコンセプト 茂里町から時津ICを 短で結ぶ 市街地を回避し山側を通る 市街地と山地の中間付近を通る

路線延長（概数） 約3.6km 約4.0km 約3.9km

主な構造形式
（想定）

トンネル、高架橋、一般部 トンネル、高架橋

既成市街地への影響
・建物移転数と構造
・環境や景観への配慮
・地域ｺﾐｭﾆﾃｨへの影響

トンネル、高架橋、一般部

× ○ ○

× △ ○

【概算事業費】
約240億円～約260億円

×

【概算事業費】
約240億円～約265億円

×

【概算事業費】
約200億円～約220億円

〇

施工性
・施工ﾔｰﾄﾞ工事用道路
・交通規制と切回し
・環境への影響

経済性
・工事費
・用地補償費

総合評価 × △ 〇

② B区間（ルート比較表）
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（２）５．ルート選定（２次選定）
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Ｎ
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③ Ｃ区間（ルート案）

【ルート概要】
・滑石ICと時津ICの間隔は短く、互いの位置はおおむね固定されており、ルート帯

が限定されるため、複数ルートの設定や比較検討は行わない
・滑石小、長崎外国語大学は地下部を通過することで、回避できる

時津IC
大神宮

井手園

道ノ尾

横尾入口

横道

社会福祉施設

滑石中

滑石小
長崎外国語大学

長崎外国語
大学

社会福祉施設
滑石小

住宅地（丘陵地）

高低差が大きい斜面

市街化調整区域（山地）

滑石ＩＣ

縦断図概略イメージ図
着色部
トンネル区間

（２）５．ルート選定（２次選定）
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平和公園 長崎大学県営野球場
浦上水源地

茂里町

道の尾

住吉

岩屋橋下の川

時津ＩＣ

岩屋山

横道 井手園

調整区域
（山地）

調整区域
（山地）

住宅地
（丘陵地）

住宅地
（丘陵地）

住宅地
（丘陵地）

調整区域
（山地）

住宅地
（丘陵地）

調整区域
（山地）

商業地
住宅地

（平地）

調整区域
（山地）

商業地
住宅地

（平地）

住宅地
（丘陵地）

調整区域
（山地）

調整区域
（山地）

住宅地
（丘陵地）

住宅地
（丘陵地）

県立総合体育館

◎検討区間の分割

【説明】
・地形条件違いから、３つの区間に分割

Ａ区間（茂里町～大橋付近） 平地の区間
Ｂ区間（大橋付近～滑石付近） 丘陵地や山地があり、地形の起伏がある区間
Ｃ区間（滑石付近～時津町野田郷） 丘陵地や山地の区間 51

住宅地（丘陵地）

市街化調整区域
（山地）

滑石ＩＣ

（２）５．ルート選定（２次選定）


